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【手続補正書】
【提出日】平成22年4月20日(2010.4.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受光した光を電荷として蓄積する撮像素子と、
　前記撮像素子の電荷蓄積を開始させるリセット走査を行う走査手段と、
　走行することで前記撮像素子の撮像面を遮光する遮光手段とを有する撮像装置であって
、
　当該撮像装置の状態を判別する状態判別手段と、
　前記状態判別手段による判別結果に基づいて前記走査手段の走査パターンを設定する設
定手段とを有し、
　前記状態判別手段は、当該撮像装置の状態として前記遮光手段による走行動作の累積回
数を判別し、
　前記設定手段は、前記遮光手段による走行動作の累積回数が多いほど走査速度が遅い走
査パターンを設定することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　受光した光を電荷として蓄積する撮像素子と、
　前記撮像素子の電荷蓄積を開始させるリセット走査を行う走査手段と、
　走行することで前記撮像素子の撮像面を遮光する遮光手段とを有する撮像装置であって
、
　当該撮像装置の状態を判別する状態判別手段と、
　前記状態判別手段による判別結果に基づいて前記走査手段の走査パターンを設定する設
定手段とを有し、
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　前記状態判別手段は、当該撮像装置の状態として当該撮像装置の姿勢を判別し、
　前記設定手段は、前記遮光手段の走行方向と重力方向とが逆方向である場合の方が前記
遮光手段の走行方向と重力方向とが同方向である場合よりも、走査速度が遅い走査パター
ンを設定することを特徴とする撮像装置。
【請求項３】
　受光した光を電荷として蓄積する撮像素子と、
　前記撮像素子の電荷蓄積を開始させるリセット走査を行う走査手段と、
　走行することで前記撮像素子の撮像面を遮光する遮光手段とを有する撮像装置であって
、
　当該撮像装置の状態を判別する状態判別手段と、
　前記状態判別手段による判別結果に基づいて前記走査手段の走査パターンを設定する設
定手段とを有し、
　前記状態判別手段は、当該撮像装置の状態として当該撮像装置の温度を判別し、
　前記設定手段は、前記温度が低いほど走査速度が遅い走査パターンを設定することを特
徴とする撮像装置。
【請求項４】
　前記設定手段は、あらかじめ記憶された複数の走査パターンの中から、前記遮光手段の
走行特性に対応した走査パターンを設定することを特徴とする請求項１ないし３のいずれ
か１項に記載の撮像装置。
【請求項５】
　受光した光を電荷として蓄積する撮像素子と、前記撮像素子の電荷蓄積を開始させるリ
セット走査を行う走査手段と、走行することで前記撮像素子の撮像面を遮光する遮光手段
とを有する撮像装置の制御方法であって、
　当該撮像装置の状態を判別する状態判別ステップと、
　前記状態判別ステップでの判別結果に基づいて前記走査手段の走査パターンを設定する
設定ステップとを有し、
　前記状態判別ステップでは、当該撮像装置の状態として前記遮光手段による走行動作の
累積回数を判別し、
　前記設定ステップでは、前記遮光手段による走行動作の累積回数が多いほど走査速度が
遅い走査パターンを設定することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項６】
　受光した光を電荷として蓄積する撮像素子と、前記撮像素子の電荷蓄積を開始させるリ
セット走査を行う走査手段と、走行することで前記撮像素子の撮像面を遮光する遮光手段
とを有する撮像装置の制御方法であって、
　当該撮像装置の状態を判別する状態判別ステップと、
　前記状態判別ステップでの判別結果に基づいて前記走査手段の走査パターンを設定する
設定ステップとを有し、
　前記状態判別ステップでは、当該撮像装置の状態として当該撮像装置の姿勢を判別し、
　前記設定ステップでは、前記遮光手段の走行方向と重力方向とが逆方向である場合の方
が前記遮光手段の走行方向と重力方向とが同方向である場合よりも、走査速度が遅い走査
パターンを設定することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項７】
　受光した光を電荷として蓄積する撮像素子と、前記撮像素子の電荷蓄積を開始させるリ
セット走査を行う走査手段と、走行することで前記撮像素子の撮像面を遮光する遮光手段
とを有する撮像装置の制御方法であって、
　当該撮像装置の状態を判別する状態判別ステップと、
　前記状態判別ステップでの判別結果に基づいて前記走査手段の走査パターンを設定する
設定ステップとを有し、
　前記状態判別ステップでは、当該撮像装置の状態として当該撮像装置の温度を判別し、
　前記設定ステップでは、前記温度が低いほど走査速度が遅い走査パターンを設定するこ
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とを特徴とする撮像装置の制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】撮像装置およびその制御方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、電子先幕手段とメカニカル後幕手段により構成されるシャッタを有する撮像
装置およびその制御方法に関するものである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　（発明の目的）
　本発明の目的は、簡単な構成により、露出の誤差や露出むらの無い適正画像を得ること
ができる撮像装置およびその制御方法を提供しようとするものである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明に係る撮像装置は、受光した光を電荷として蓄積す
る撮像素子と、前記撮像素子の電荷蓄積を開始させるリセット走査を行う走査手段と、走
行することで前記撮像素子の撮像面を遮光する遮光手段とを有する撮像装置であって、当
該撮像装置の状態を判別する状態判別手段と、前記状態判別手段による判別結果に基づい
て前記走査手段の走査パターンを設定する設定手段とを有し、前記状態判別手段が、当該
撮像装置の状態として前記遮光手段による走行動作の累積回数を判別し、前記設定手段が
、前記遮光手段による走行動作の累積回数が多いほど走査速度が遅い走査パターンを設定
することを特徴とする。
　また、上記目的を達成するために、本発明に係る撮像装置は、受光した光を電荷として
蓄積する撮像素子と、前記撮像素子の電荷蓄積を開始させるリセット走査を行う走査手段
と、走行することで前記撮像素子の撮像面を遮光する遮光手段とを有する撮像装置であっ
て、当該撮像装置の状態を判別する状態判別手段と、前記状態判別手段による判別結果に
基づいて前記走査手段の走査パターンを設定する設定手段とを有し、前記状態判別手段が
、当該撮像装置の状態として当該撮像装置の姿勢を判別し、前記設定手段は、前記遮光手
段の走行方向と重力方向とが逆方向である場合の方が前記遮光手段の走行方向と重力方向
とが同方向である場合よりも、走査速度が遅い走査パターンを設定することを特徴とする
。
　また、上記目的を達成するために、本発明に係る撮像装置は、受光した光を電荷として
蓄積する撮像素子と、前記撮像素子の電荷蓄積を開始させるリセット走査を行う走査手段
と、走行することで前記撮像素子の撮像面を遮光する遮光手段とを有する撮像装置であっ



(4) JP 2008-271284 A5 2010.6.3

て、当該撮像装置の状態を判別する状態判別手段と、前記状態判別手段による判別結果に
基づいて前記走査手段の走査パターンを設定する設定手段とを有し、前記状態判別手段が
、当該撮像装置の状態として当該撮像装置の温度を判別し、前記設定手段が、前記温度が
低いほど走査速度が遅い走査パターンを設定することを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明によれば、簡単な構成により、露出の誤差や露出むらの無い適正画像を得ること
ができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　あるいは、状態判別部５０１は不図示の温度検出部を備え、撮像装置の温度を判別し、
温度情報を走査パターン設定部５０２へ出力する。すると、走査パターン設定部５０２は
、状態判別部５０１からの温度情報により、電子先幕のリセット走査の走査パターンを設
定する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】削除
【補正の内容】
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